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一
九
八
○
年
代
の
キ
ー
・
ワ
ー
ド
の
一

男

つ
は
「
総
合
調
整
」
で
は
な
か
ろ
う
か
。

行
政
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
利
益
団
体
政

１-釆

代
治
が
生
み
出
す
財
政
の
不
効
率
を
打
破
す

る
意
味
を
こ
め
て
「
第
二
臨
調
」
が
う
ち

時
 
茂

の
 
出
し
た
こ
の
言
葉
は
、
は
じ
め
は
、
旧
套

０

的
な
政
策
概
念
に
み
え
た
が
、
い
つ
の
ま

』
 
ｊ

に
か
社
会
を
動
か
す
言
葉
と
な
っ
て
一
人

整

歩
き
し
は
じ
め
た
。

調
卑
近
な
例
を
あ
げ
れ
ば
．
い
ま
日
本
の

合
 
大
学
に
起
っ
て
い
る
異
変
の
一
つ
は
屑

総
来
計
画
委
員
会
」
ば
や
り
で
あ
ろ
う
．
多

数
の
大
学
に
近
年
こ
の
種
の
委
員
会
が
設

ｒ

け
ら
れ
て
い
る
が
、
多
く
の
場
合
、
そ
れ

ら
は
事
実
上
従
来
の
教
授
会
や
評
議
会
の

議
論
の
ま
ど
ろ
っ
こ
し
さ
、
学
部
割
拠
主

義
の
イ
モ
ビ
リ
ズ
ム
を
突
破
す
る
企
画
・

改
革
機
能
を
多
少
と
も
与
え
ら
れ
て
い
る

実
は
筆
者
も
、
自
分
の
所
属
す
る
大
学
で

こ
う
し
た
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
な
の
で
、

事
柄
を
客
観
的
に
み
る
こ
と
は
で
き
難
い

が
、
ど
こ
か
「
臨
調
」
が
、
国
会
を
こ
え

る
「
超
権
威
」
と
な
っ
て
「
国
の
歩
み
」

を
方
向
づ
け
た
現
象
に
似
た
と
こ
ろ
が
あ

る
、
と
は
考
え
て
い
る
。
辻
中
豊
氏
の
力

作
「
社
会
変
容
と
政
策
過
程
の
対
応
ｌ

私
的
諮
問
機
関
政
治
の
展
開
」
（
『
北
九
州

大
学
法
政
論
集
』
第
一
三
巻
一
号
）
は
臨

調
型
審
議
会
・
諮
問
機
関
政
治
の
拾
頭
を

中
曽
根
政
治
の
手
法
だ
と
す
る
こ
と
は
間

違
っ
て
い
な
い
に
し
て
も
、
そ
の
背
景
に

は
ゼ
ロ
．
サ
ム
化
、
ソ
フ
ト
化
、
国
際
化
、

情
報
化
と
い
っ
た
社
会
変
容
に
対
応
す
る

た
め
に
内
閣
や
各
省
庁
が
、
従
来
の
政
策

決
定
の
チ
ャ
ネ
ル
を
き
り
か
え
、
タ
コ
ッ’

「
総
合
調
整
」
の
時
代
・
-…
…
…
…
訓
洲
洲
…
：
・
・
加
茂
利
男

６

「
ユ
ー
ロ
・
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
論
争
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・
加
藤
哲
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福
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機
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ポ
ラ
テ
ィ
ズ
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ボ
型
で
な
く
、
異
分
野
、
異
部
門
の
利
益

と
情
報
を
総
合
し
う
る
政
策
決
定
メ
カ
’一

ズ
ム
の
形
成
を
求
め
た
動
き
が
あ
っ
た
と

し
て
い
る
。
だ
と
す
る
と
、
同
じ
社
会
変

容
に
直
面
し
て
い
る
大
学
や
自
治
体
な
ど

で
も
や
は
り
審
議
会
・
諮
問
機
関
型
で
総

合
調
整
型
の
意
志
決
定
の
試
み
が
広
が
っ

て
も
決
し
て
不
思
議
で
は
な
い
。
「
臨
調
」

の
論
理
は
決
し
て
天
空
を
翔
ん
で
い
る
の

で
は
な
く
、
わ
れ
わ
れ
の
ま
わ
り
を
か
け

め
ぐ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

口

し
か
し
．
だ
か
ら
こ
そ
こ
こ
に
一
種
の

ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ス
を
見
る
眼
が
必
要
で

あ
ろ
う
ｕ
巨
大
な
パ
イ
を
生
み
、
「
大
き

な
政
府
」
を
支
え
た
「
重
厚
長
大
」
経
済

が
後
退
し
、
「
ソ
フ
ト
化
社
会
」
に
様
変

り
し
て
ゆ
く
、
と
い
わ
れ
る
こ
の
時
代
は
、

低
成
長
の
コ
ス
ト
を
な
ん
と
か
社
会
全
体

で
ひ
き
う
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
で

も
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て

「
合
計
し
て
も
ゼ
巳
 
に
し
か
な
ら
な
い

パ
イ
の
増
分
を
「
三
方
一
両
損
」
で
は
な

、
り

く
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
に
分
配
し
よ
う

と
し
た
瞬
間
、
「
総
合
調
整
」
は
激
し
い

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
を
帯
び
る
。
議
会
や
教

授
会
の
よ
う
な
正
規
の
ル
ー
ト
の
外
側
に

設
け
た
「
総
合
調
整
」
機
関
は
、
様
々
な

利
益
グ
ル
ー
プ
の
協
調
的
統
合
機
関
で
な

く
な
り
、
カ
エ
サ
ル
主
義
（
中
曽
根
、
レ

ー
ガ
ン
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
！
）
の
要
素
を
含

ん
だ
「
○
○
切
り
捨
て
」
装
置
に
転
じ
う

る
の
で
あ
る
。
「
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
」

と
い
う
概
念
の
多
義
性
も
、
こ
の
あ
た
り

で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
。

（
篠
原
一
教
授
の
「
臨
調
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ

ズ
ム
」
説
は
、
私
に
は
敬
聴
す
べ
き
説
に

思
え
る
が
、
そ
れ
が
経
験
的
な
イ
メ
ー
ジ

と
合
致
す
る
の
は
、
「
臨
調
」
と
い
う
私

的
集
団
の
有
力
リ
ー
ダ
ー
達
の
協
議
・
調

整
機
関
が
国
会
を
こ
え
る
ほ
ど
の
政
策
決

定
機
能
を
も
っ
た
点
で
あ
り
、
合
致
し
難

い
の
は
、
は
じ
め
か
ら
特
定
の
大
き
な
利

益
グ
ル
ー
プ
の
主
張
が
事
実
上
排
除
さ
れ

て
お
り
、
協
調
的
な
団
体
統
合
の
論
理
を

切
り
捨
て
た
面
が
あ
っ
た
点
で
あ
ろ
う
。
）

こ
れ
に
対
し
て
、
仮
に
利
益
の
配
分
に
優

先
順
位
を
設
け
る
に
し
て
も
．
よ
り
広
い

「
団
体
協
調
」
の
メ
カ
’一
ズ
ム
を
も
っ
た

「
総
合
調
整
」
を
想
定
す
る
こ
と
は
可
能

で
あ
り
、
多
く
の
地
域
版
、
大
学
版
な
ど

の
「
総
合
調
整
」
機
関
は
、
少
な
く
と
も

主
観
的
に
は
こ
う
い
う
想
定
に
立
っ
て
い

る
に
違
い
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ

う
考
え
れ
ば
わ
れ
わ
れ
は
、
遠
く
「
マ
ク

ロ
政
治
」
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
「
多
元
主
義
」

や
「
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
」
や
「
新
保
守

主
義
」
、
「
中
曽
根
政
治
」
や
「
オ
ー
ス
ト

リ
ア
社
会
主
義
」
の
像
を
映
し
出
す
や
り

方
だ
け
で
「
ポ
ス
ト
福
祉
国
家
」
の
政
治

体
制
を
論
ず
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

「
総
合
調
整
の
時
代
」
の
両
義
性
に
ど
う

耐
え
、
そ
れ
を
ど
う
解
く
か
を
、
様
々
な

社
会
部
面
で
実
験
と
実
証
を
つ
み
重
ね
な

が
ら
探
っ
て
ゆ
く
態
度
が
、
と
り
わ
け
政

治
の
研
究
者
に
は
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

日

コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
文
献
の
系
統
的
で
一

記
１
２

一



熱
心
な
読
者
と
は
い
え
そ
う
に
な
い
私
に

は
、
個
々
の
文
献
の
価
値
や
位
置
を
確
定

す
る
こ
と
は
手
に
余
る
の
だ
が
、
や
や
ぼ

ん
や
り
と
し
た
印
象
を
い
え
ば
、
「
利
益

媒
介
」
、
「
政
策
形
成
」
と
い
う
二
つ
の

レ
ベ
ル
で
「
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
」
を
検

証
し
よ
う
と
し
た
シ
ュ
ミ
ッ
タ
ー
Ⅱ
レ
ー

ム
ブ
ル
ッ
フ
の
二
編
著
（
山
口
定
監
訳
、

『
現
代
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
ー
。
Ⅱ
』
）

で
理
論
的
・
比
較
政
治
学
的
な
論
議
は
一

応
一
巡
し
た
よ
う
な
気
が
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
シ
ュ
ミ
ッ
タ
ー
の
最
近
の

著
書
・
論
文
を
み
て
も
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ

ム
を
社
会
秩
序
論
の
な
か
に
位
置
づ
け
よ

う
と
い
う
試
み
は
み
ら
れ
る
が
、
政
治
過

程
論
、
政
治
体
制
論
の
次
元
で
の
展
開
は

あ
ま
り
感
じ
と
れ
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
、

Ｗ
・
-グ
ラ
ン
ト
編
の
書
物
な
ど
に
収
め
ら

れ
て
い
る
、
労
使
関
係
、
地
域
政
治
、
地

域
経
済
．
都
市
政
策
、
Ｅ
Ｃ
な
ど
の
各
次

元
で
、
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
の
あ
ら
わ
れ

を
検
討
し
よ
う
と
し
た
諸
論
文
な
ど
に
い

一
く
つ
か
重
要
な
発
見
が
み
ら
れ
る
し
、
Ｐ

・
カ
ッ
ッ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
『
コ
ー
ポ

ラ
テ
ィ
ズ
ム
と
変
動
』
の
よ
う
な
個
別
国

の
実
証
研
究
に
も
興
味
深
い
発
見
が
み
ら

れ
る
よ
う
に
思
う
。

日
本
の
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
論
も
、
シ

ュ
ミ
ッ
タ
ー
Ⅱ
レ
ー
ム
ブ
ル
ッ
フ
の
二
編

著
で
基
礎
固
め
を
し
た
上
で
．
よ
り
フ
ァ

ク
ト
・
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
研
究
を
展

開
さ
せ
る
べ
き
時
期
に
き
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

私
の
場
合
は
、
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
論

と
い
う
よ
り
は
枠
組
を
少
し
広
く
と
っ
て

「
総
合
調
整
の
時
代
」
の
政
治
体
制
の
あ

り
よ
う
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
よ
く
考
え
て
み
れ
ば
、
「
総
合
調
整
」

と
は
「
討
論
と
説
得
」
に
よ
る
尹
一
搬
嬉

志
一
の
形
成
の
こ
と
で
あ
り
、
「
抑
制
と

睦
癖
壁
の
こ
と
で
は
な
い
の
か
？
一
そ
れ

デ
イ
マ
ン
ド

ら
が
「
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
」
と
か
「
要
求
」

サ
ポ
ー
ト

と
「
支
持
」
と
か
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
て

い
っ
た
と
き
に
、
一
般
意
志
は
見
え
難
く

な
っ
た
。
勿
論
、
「
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
」
も

「
要
求
」
も
二
○
世
紀
人
の
高
い
人
間
的

欲
求
の
あ
ら
わ
れ
で
は
あ
っ
た
が
、
他
方
一

で
「
討
論
と
説
得
」
、
「
抑
制
と
均
衡
」

の
し
く
み
が
社
会
の
到
る
と
こ
ろ
で
衰
え

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
れ
ら
を
回
復

し
よ
う
と
す
る
試
み
全
体
の
な
か
で
、
コ

ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
の
装
置
が
プ
ラ
ス
の
意

味
で
も
マ
イ
ナ
ス
の
意
味
で
も
ど
ん
な
意

味
を
も
ち
う
る
の
か
、
を
考
え
る
た
め
に
、

私
は
時
折
『
現
代
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
ー

．
Ⅱ
』
に
立
ち
戻
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

（
大
阪
市
立
大
学
教
授
）

ウ
ィ
レ
ン
ス
キ
ー

下
平
好
博
訳

福
祉
国
家
と
平
等

ド
ゥ
ウ
ォ
ー
キ
ン

木
下
・
小
林
・
野
坂
訳

権
 
利
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筆
者
は
、
「
マ
ル
ク
ス
主
義
国
家
論
ル

ネ
サ
ン
ス
」
へ
の
関
心
か
ら
コ
ー
ポ
ラ
テ

ィ
ズ
ム
論
議
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
き
た
が
、

そ
の
過
程
で
気
が
か
り
だ
っ
た
の
は
、
山

口
定
監
訳
『
現
代
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
ー
』

に
収
録
さ
れ
て
い
る
二
人
の
ネ
オ
・
マ
ル

ク
ス
主
義
的
ネ
オ
・
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム

論
者
、
レ
オ
・
パ
ニ
ッ
チ
と
ボ
ブ
・
ジ
ェ

ソ
ッ
プ
に
お
け
る
、
コ
ー
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム

概
念
の
微
妙
な
違
い
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、

社
会
主
義
を
め
ざ
す
マ
ル
キ
ス
ト
の
立
場

か
ら
コ
ー
ポ
｜
フ
テ
ィ
ズ
ム
を
ど
の
よ
う
に

評
価
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
で
．
パ
ニ
ッ

チ
に
と
っ
て
は
「
国
家
に
構
造
化
さ
れ
た

階
級
協
調
の
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
打
倒
の

対
象
で
し
か
な
い
の
に
対
し
、
ジ
ェ
ソ
ッ

プ
の
場
合
は
「
社
会
民
主
主
義
の
最
高
形

態
」
で
は
あ
る
が
「
国
家
諸
装
置
自
体
の

内
部
で
の
階
級
闘
争
の
再
生
産
」
を
導
き

う
る
「
政
治
的
代
表
」
の
一
形
態
と
し
て
、

両
義
的
に
評
価
し
う
る
の
で
あ
る
。

筆
者
は
こ
れ
を
「
ユ
ー
ロ
・
コ
ー
ポ
ラ

テ
ィ
ズ
ム
論
争
」
と
な
づ
け
、
ジ
ェ
ソ
ッ

Ｑ
Ｊ
と

プ
、
オ
ッ
フ
ェ
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
ら
の
「
ユ

ー
ロ
・
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
」
論
者
と
、

パ
ニ
ッ
チ
、
’一
ユ
ー
マ
ン
ら
の
批
判
派
に

区
分
し
、
筆
者
自
身
は
「
労
働
の
ヘ
ゲ
モ

’-
１
下
で
の
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
化
」
の

●
●
母
①
①
田

論
理
的
可
能
性
を
認
め
る
「
１
-
口
・
コ

ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
」
の
立
場
に
立
つ
こ
と
一

を
明
言
し
て
お
い
た
（
拙
著
『
国
家
論
の
一

ル
ネ
サ
ン
ス
』
、
青
木
書
店
、
一
九
八
六

年
、
第
三
章
）
・

昨
年
夏
の
世
界
政
治
学
会
第
一
三
回
世

界
大
会
へ
の
出
席
を
機
に
、
エ
セ
ッ
ク
ス

大
学
に
滞
在
し
て
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
と
親
し
く

討
論
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
彼
の
コ
ー

ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
理
解
は
、
議
会
主
義
や
多

元
主
義
、
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
ィ
リ
ズ
ム
な
ど

と
な
ら
ぶ
「
政
治
的
代
表
」
の
一
形
態
で

あ
る
か
ら
、
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
概
念
そ

の
も
の
は
、
い
わ
ば
価
値
中
立
的
な
い
し

両
義
的
で
、
単
純
に
拒
否
さ
る
べ
き
も
の

で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
ロ
シ
ア
革
命
期
の

「
ソ
ビ
エ
ト
」
や
ド
イ
ツ
革
命
の
「
レ
ー

テ
」
に
相
当
す
る
、
生
産
点
を
基
礎
に
し

焔
-
４

「ユーロ・コーポラティズム論争」

加 藤 哲 郎



た
職
能
的
「
政
治
的
代
表
」
形
態
と
し
て
、

ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
に
と
ら
え
る
こ
と
さ
え
可
能

と
な
る
。
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
自
身
は
、
生
産
点

か
ら
の
職
能
代
表
に
基
礎
を
お
く
「
民
主

的
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
」
と
、
地
域
代
表

に
基
礎
を
お
く
議
会
制
の
民
主
化
と
の

「
接
合
」
に
よ
る
、
「
現
存
社
会
主
義
」

と
は
異
な
る
「
民
主
主
義
的
社
会
主
義
」

を
構
想
し
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

そ
の
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
が
、
最
近
の
ス
チ
ュ

ア
ー
ト
・
ホ
ー
ル
と
の
論
争
論
文
の
な
か

で
、
福
祉
切
捨
て
・
失
業
増
大
を
招
く
サ

ッ
チ
ャ
ー
リ
ズ
ム
の
「
サ
プ
ラ
イ
・
サ
イ

ド
」
経
済
政
策
を
批
判
す
る
た
め
に
、
左

翼
に
よ
る
固
有
の
「
サ
プ
ラ
イ
・
サ
イ
ド
」

政
策
と
「
民
主
的
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
」

が
対
置
さ
る
べ
き
だ
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
（
『
｜
言
-
．
レ
フ
ト

・
レ
ヴ
ュ
ー
』
一
五
三
号
）
・

「
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
は
、
左
翼
に
よ

っ
て
、
疑
い
な
く
、
拒
否
さ
る
べ
き
も
の

で
は
な
い
。
（
何
の
見
返
り
も
な
い
単
な

る
賃
銀
抑
制
政
策
で
は
な
く
）
ほ
ん
も
の

の
政
治
的
交
換
を
含
む
供
給
誘
導
的
コ
ー

ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
は
、
経
済
民
主
主
義
拡
大

と
政
治
的
代
表
深
化
の
た
め
の
重
要
な
基

礎
を
提
供
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な

コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
的
関
係
は
、
か
つ
て

経
験
し
た
官
僚
的
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
と

エ
リ
ー
ト
的
三
者
協
議
制
を
再
生
産
す
る

と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
経
済
的
・
政
治

。
●
■

的
組
織
の
社
会
主
義
的
諸
形
態
を
予
示
す

る
に
ち
が
い
な
い
。
民
主
的
コ
ー
ポ
ラ
テ

ィ
ズ
ム
（
ま
た
は
協
調
）
の
発
展
は
、
サ

ッ
チ
ャ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
労
働
者
統
制
と

国
有
化
・
中
央
集
権
的
計
画
の
等
置
を
論

駁
す
る
助
け
と
な
る
だ
ろ
う
。
自
由
主
義

か
国
家
主
義
か
と
い
う
偽
り
の
選
択
は
拒

否
さ
れ
・
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
と
民
主
的

コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
の
思
想
が
、
重
要
な

要
素
と
し
て
経
済
管
理
に
導
入
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
」

つ
ま
り
、
「
民
主
主
義
的
社
会
主
義
」

へ
の
不
可
欠
の
構
成
要
素
と
し
て
、
「
民

主
的
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
」
が
設
定
さ
れ

て
い
る
。
論
敵
か
パ
’一
ツ
チ
な
ら
、
さ
ら

に
論
争
的
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

サ
瘻
率
〕
鮨
酢
鋤
画
樺
逹
昼
銅
嫁
稀
幽
一
春
一

ル
フ
・
ミ
リ
バ
ン
ド
の
も
と
で
イ
ギ
リ
ス

労
働
党
史
を
研
究
し
た
「
国
家
Ⅱ
道
具
説
」

の
系
譜
に
属
し
、
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
の
方
は
、

ニ
コ
ス
・
プ
ー
ラ
ン
ッ
ァ
ス
か
ら
決
定
的

影
響
を
受
け
た
「
国
家
Ⅱ
関
係
説
」
の
代

表
的
論
者
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の

「
ユ
ー
ロ
・
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
論
争
」

は
、
か
の
「
ミ
リ
バ
ン
ド
ー
プ
ー
ラ
ン
ッ

ァ
ス
論
争
」
の
再
版
、
現
状
分
析
編
な
の

で
あ
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
タ
ー
、
レ
ー
ム
ブ
ル

ッ
フ
を
中
心
と
し
た
「
（
反
）
コ
ー
ポ
ラ

テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
は
、

リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
と
マ
ル
キ
ス
ト
の
理
論
的

「
対
話
」
の
場
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る

が
、
同
時
に
そ
れ
は
、
マ
ル
キ
ス
ト
内
部

で
の
方
法
的
「
対
話
」
の
場
で
も
あ
る
の

で
あ
る
。

（
一
橋
大
学
助
教
授
）

詑
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福
祉
国
家
の
危
機
と
ネ
オ
・
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム

わ
た
く
し
の
主
観
的
印
象
に
よ
れ
ば
、

こ
こ
十
数
年
間
の
社
会
科
学
に
お
い
て
人

気
の
高
か
っ
た
テ
ー
マ
は
マ
ル
ク
ス
主
義

国
家
論
と
ネ
オ
・
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
論

と
福
祉
国
家
危
機
論
だ
っ
た
。
と
い
う
よ

り
、
わ
た
く
し
の
内
な
る
関
心
が
こ
れ
ら

の
分
野
以
外
の
文
献
か
ら
眼
を
そ
ら
せ
た

●
●

だ
け
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
と
ま
れ
、

わ
た
く
し
は
こ
れ
ら
三
つ
の
分
野
の
文
献

を
少
し
だ
け
勉
強
し
た
。
そ
し
て
、
勉
強

し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
三
つ
は
結
局
同
じ
現

象
を
扱
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
漠
然

と
想
像
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
と
き
、
い
わ

ゆ
る
福
祉
国
家
の
危
機
を
ネ
オ
・
コ
ー
ポ

ラ
テ
ィ
ズ
ム
に
よ
っ
て
救
出
し
よ
う
と
主

張
す
る
書
物
に
出
遭
っ
た
。
Ｒ
・
ミ
シ
ュ

ラ
の
『
福
祉
国
家
の
危
機
』
（
一
九
八
四

年
）
で
あ
る
。
彼
は
い
わ
ゆ
る
福
祉
国
家

の
危
機
を
め
ぐ
る
思
想
状
況
を
新
右
翼
、

マ
ル
ク
ス
主
義
、
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
、

社
会
民
主
主
義
の
四
つ
に
整
理
し
な
が
ら
、

こ
の
う
ち
三
番
目
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

彼
の
考
え
る
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
は
、
こ

れ
ま
で
の
「
分
化
し
た
福
祉
国
家
」
と
は

逆
に
、
経
済
と
社
会
の
統
合
を
図
り
、
シ

ス
テ
ム
統
合
ｌ
経
済
と
社
会
政
策
の
統

合
ｌ
と
社
会
統
合
ｌ
経
済
集
団
間
の

統
合
を
結
び
つ
け
た
「
統
合
さ
れ
た
福
祉

国
家
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
彼
は
、

完
全
雇
用
と
普
遍
的
社
会
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の

維
持
が
可
能
と
な
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

正
吾

イ
ギ
リ
ス
人
ミ
シ
ュ
ラ
は
、
コ
ー
ポ
ラ

テ
ィ
ズ
ム
を
現
状
分
析
の
枠
組
と
い
う
よ

り
、
目
ざ
す
べ
き
一
つ
の
政
治
哲
学
と
考

え
て
、
こ
れ
を
絶
賛
し
て
い
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
、
わ
た
く
し
は
賛
成
し
か
ね
る

の
だ
が
、
ミ
シ
ュ
ラ
の
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ

ム
に
よ
っ
て
福
祉
国
家
を
維
持
す
る
と
い

う
考
え
に
は
賛
成
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

せ
ざ
る
を
え
な
い
、
と
い
う
の
は
こ
う

い
う
こ
と
で
あ
る
。
福
祉
国
家
が
資
本
主

■
●

義
社
会
の
再
生
産
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ

る
と
い
う
こ
と
と
、
一
九
五
○
年
代
六
○

年
代
の
経
済
繁
栄
の
再
現
が
当
面
困
難
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
仮
に
認
め
る
と
す
る

な
ら
ば
Ｉ
ど
ち
ら
も
簡
単
に
は
判
断
す

る
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
だ
が
ｌ
、
政

妬
１
６

武
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府
、
総
資
本
、
総
労
働
の
妥
協
に
よ
っ
て

完
全
雇
用
と
社
会
政
策
の
維
持
を
図
る
と

い
う
こ
と
が
資
本
主
義
経
済
の
延
命
に
と

っ
て
最
も
安
全
な
道
で
あ
り
、
そ
れ
が
本

来
固
有
の
意
味
で
の
ネ
オ
・
コ
ー
ポ
ラ
テ

ィ
ズ
ム
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か

は
別
と
し
て
、
資
本
主
義
諸
国
は
多
か
れ

少
な
か
れ
そ
う
し
た
方
向
に
進
む
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

最
も
安
全
な
道
と
は
言
っ
た
が
、
福
祉

国
家
再
生
の
た
め
の
ネ
オ
・
コ
ー
ポ
ラ
テ

ィ
ズ
ム
に
も
多
く
の
リ
ス
ク
は
含
ま
れ
る
。

ネ
オ
・
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
が
機
能
す

る
た
め
に
は
、
お
そ
ら
く
労
働
者
階
級
が

労
働
組
合
に
強
力
に
組
織
化
さ
れ
て
い
る

か
、
そ
う
で
な
い
場
合
も
宗
教
団
体
・
政

党
な
ど
を
通
じ
て
、
比
較
的
少
数
の
利
益

団
体
に
組
織
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
資
本
の
利
益
表
出
が

十
分
に
組
織
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
必
要、

母
到
、

で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
政
治
シ
ス
テ
ム
カ

比
較
的
少
数
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
よ
っ
て
実
質

的
に
担
わ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
こ
れ
は
非
常
に
困
難
な
こ
と
で

あ
る
。
労
働
者
の
組
織
率
が
低
下
し
て
い

た
り
、
山
猫
ス
ト
が
頻
発
す
る
よ
う
な
状

況
で
は
、
ネ
オ
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
の

成
功
は
お
ぼ
つ
か
な
い
だ
ろ
う
。
イ
ギ
リ

ス
や
フ
ラ
ン
ス
で
期
待
し
う
る
こ
と
は
せ

い
ぜ
い
ネ
オ
・
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
的
な

も
の
か
も
し
れ
な
い
・

と
は
い
え
、
独
占
な
い
し
寡
占
部
門
の

労
働
者
の
組
織
率
は
高
い
し
、
こ
の
部
門

は
各
国
民
経
済
に
と
っ
て
基
幹
部
門
で
あ

ろ
う
か
ら
、
独
占
な
い
し
寡
占
部
門
の
労

資
の
協
調
は
資
本
主
義
経
済
に
安
定
を
も

た
ら
す
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
ネ
オ
・

コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
の
可
能
性
は
依
然
と

し
て
大
き
い
。

し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
同
時
に
、
ネ
オ

・
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
が
、
そ
こ
か
ら
は

み
出
す
も
の
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
示
唆

す
る
。
非
独
占
部
門
（
中
小
企
業
、
自
営

業
）
は
ネ
オ
・
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
の
枠

組
か
ら
排
除
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
し
、

非
労
働
部
門
（
専
業
主
婦
、
老
人
、
障
害

者
、
．
…
．
．
）
は
あ
ら
か
じ
め
排
除
さ
れ
る

だ
ろ
う
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
「
新
し
い
社

会
運
動
」
も
ネ
オ
・
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム

の
枠
外
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
非
ネ
オ
・

コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
的
要
素
が
量
的
に
も

質
的
に
も
無
視
し
う
る
と
き
は
問
題
な
い

だ
ろ
う
が
、
そ
う
で
な
い
と
き
ネ
オ
・
コ

ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
型
福
祉
国
家
は
つ
ね
に

不
安
定
な
要
素
を
は
ら
む
こ
と
に
な
る
。

福
祉
国
家
の
危
機
が
「
危
機
管
理
シ
ス

テ
ム
の
危
機
」
（
Ｃ
・
オ
ッ
フ
こ
 
だ
と

す
る
な
ら
ば
、
ネ
オ
・
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ

ム
は
「
新
し
い
危
機
管
理
シ
ス
テ
ム
」
と

し
て
最
も
有
望
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

し
か
し
、
そ
れ
は
こ
う
し
た
リ
ス
ク
を
は

ら
ん
だ
う
え
で
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
、

わ
た
く
し
は
今
考
え
て
い
る
。

（
社
会
保
障
研
究
所
研
究
員
）
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記
１
８

Ｇ
・
レ
ー
ム
ブ
ル
ッ
フ
／
Ｐ
・
シ
ュ
ミ
ッ
タ
ー
編
・
山
口
定
監
訳
蒲

現
代
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
-

１
先
進
諸
国
の
比
較
分
析
Ｉ

八
本
書
の
内
容
Ｖ

１
 
４

日
本
の
読
者
の
た
め
の
序
文
Ｉ
レ
ー
ム
ブ
ル
ッ
フ

序
章
 
ネ
オ
・
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
の
比
較
考
察
Ｉ
レ
ー
ム
ブ
ル
ッ
フ

一
章
 
労
働
組
合
の
ネ
オ
・
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
的
協
調
の
組
織
上
の
帰
結
ｌ
西
ド
イ

ツ
の
場
合
１
Ｗ
・
シ
ュ
ト
レ
ー
ク

ニ
章
 
ネ
オ
・
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
と
管
理
の
追
求
１
Ａ
・
ヴ
ァ
ッ
セ
ン
ベ
ル
ク

三
章
 
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
労
働
と
国
家
の
関
係
の
変
化
１
Ｍ
・
レ
ジ
-’一

四
章
 
リ
ベ
ラ
ル
・
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
的
下
位
シ
ス
テ
ム
の
動
態
１
Ｖ
・
ヘ
ラ
ン
ダ

五
章
 
合
衆
国
に
は
何
故
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
が
な
い
の
か
１
Ｇ
．
ウ
ィ
ル
ソ
ン

六
章
 
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
に
は
意
味
が
あ
る
の
か
１
Ｍ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト

七
章
ネ
オ
・
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
理
論
の
経
緯
と
実
践
の
ゆ
く
え
に
関
す
る
省
察
ｌ

Ｐ
ｏ
シ
ュ
、
、
、
ツ
タ
ー

あ
と
が
き
山
口
定
／
索
引
・
文
献
目
録

社
会
科
学
の
諸
領
域
で
注
目
を
集
め
て
い
る
「
ネ
オ
・
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
」
論
議
と

そ
こ
で
指
導
的
役
割
を
果
し
て
い
る
レ
ー
ム
ブ
ル
ッ
フ
と
シ
ュ
ミ
ッ
タ
ー
に
よ
る
第
二
論

文
集
・
ネ
オ
・
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
政
策
の
実
態
と
そ
の
影
響
を
論
じ
る
。

1986年4月1日
46判360頁価3，000円

小
社
よ
り

通
信
記
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

ご
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
『
現
代
コ

ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
・
Ｉ
』
に
引
き
続
き
Ⅱ

を
出
版
致
し
ま
し
た
Ｕ

「
日
本
的
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
」
化
の
議

論
を
深
め
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

ご
注
文
の
し
お
り

＊
小
社
の
出
版
物
は
注
文
扱
い
の
み
の

書
店
が
多
く
、
必
ず
し
も
店
頭
に
並
び

ま
せ
ん
の
で
御
面
倒
で
も
最
寄
書
店
に

ご
注
文
下
さ
い
。

＊
小
社
に
直
接
ご
注
文
の
際
は
定
価
に

送
料
を
加
え
た
金
額
を
お
送
り
下
さ
い
。

＊
切
手
代
用
で
結
構
で
ご
ざ
い
ま
す
。

昭
和
田
年
４
月
加
日
発
行
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